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は，どの酵素もまだ純粋に得られていないため，不明である。 特に sucrase は小腸の糖吸収機構へ
の関与の推測されるので，その精製は，吸収機構の解明にとっても重要である。
Sucrase が粘膜細胞の微械毛膜に局在することを確認し，同時にリンタングステン酸負染色法によ
る電子顕微鏡的観察により， 単離した微減毛映に直径約 50A の微粒子が密に存在することを見出し
た。可溶化実験と形態観察より， この微粒子の少くとも一部は sucrase と同ーか，これを合有する
と推定された。
Sucrase は papain， ficin, bromelain などの植物性 SH proteinase で特異的に可溶化された。可溶
化酵素は Sephadex G-200 に対して著しく温度依存性の吸着現象を示した。乙の吸着性は Sephadex
の G 値に依存し，酵素活性に関連があると考えられる。
これを利用すると， すなわち papain で可溶化後低温で Sephadex G-200 カラムに吸着させた
sucrase を，ゲノレ炉過温度を昇げて Sephadex から溶離させ，次に Bio-Gel でゲノレ、F過すると，超
遠心的・電気流動的に均一な sucrase 標品が高収率で容易に得られた。 精製標品は分子量約24万の
糖タンパク質である。その基質特異性からみて，これは α-glucosidase であるが， α， α-trehalase 活




れない微量の sucrase は精製 sucrase とは免疫化学的にも異なる。
精製酵素のクンタングステン酸負染色電子顕微鏡像はタンパク濃度によって大きく変わる。それが
- 50 一
高濃度のときは，内・外径がそれぞれ約 40， 100A のドーナツ形構造のみであるが，低濃度のときに
はこのドーナツ形は極くまれにしか見られず，ほとんでが約 40x80 Å のより小さな単位粒子がこれ











して， sucrase と leucine amino-peptidase が可溶化されることを知った。 このことから微粒子の
少くとも一部は sucrase 分子であることを推定した。





さらに，乙の酵素に対する抗体をモルモットおよびヤギを用いてっくり， これが sucrase を定量
的に沈降させ， Ouchterony 試験において単一の沈降線を形成する乙とを証明したが， この抗体は
sucrase 活性を中和する能力はもっていなかった。武居君は以上の生化学的，免疫化学的ならびに形
態学的知見にもとずいて， この sucrase が小腸における糖が吸収に関与していることを想定し，さ
らに活発な研究を続行中である。
以上のように， 武居君の業績は生化学と形態学的方法を併用して小腸微小紋毛 sucrase の腸管吸
収における役割を明らかにしようとする意欲的な研究であり，多くの新知見を提供している。よって
理学博士の論文として十分の価値あるものと認める。
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